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「明石市Tacoバス：PDCAによる100万人までの軌跡」

「「阪高SAFETYナビ」の普遍化による総合的な事故削減を目指す取り組み」

（阪神高速道路株式会社、阪神高速技研株式会社、株式会社交通システム研究所）

「日立電鉄線跡地を活用した『ひたちＢＲＴ』におけるデザインツール群」

（ひたちＢＲＴサポーターズクラブ、日立市、日立電鉄交通サービス株式会社、山本早里）

■

　

JCOMM賞についての情報は、HPにも掲載しております。
各賞の概要や評価基準・詳細等はHPをご覧下さい。
(http://www.jcomm.or.jp/)

  

■

■

平成26年度
JCOMM賞の受賞者発表 AWARD

デザイン賞AWARD

プロジェクト賞AWARD

法
方
込
申
加
参

 

筑波大学　 谷口綾研
愛媛大学　 松村研

t
e
l

　JCOMM実行委員会では、平成26年4月11日までにご応募・ご推薦をいた
だいた取り組み・研究について、厳正に審査し、プロジェクト賞3件、
デザイン賞1件、マネジメント賞1件をそれぞれ平成26年度JCOMM賞とし
て選定いたしました。対象者には、第9回JCOMMにて表彰を行います。ま
た、会期中には受賞内容の展示も行われます。

（兵庫県明石市土木交通部交通政策室、株式会社建設技術研究所大阪本社道路・交通
部）

「小学校における札幌らしい交通環境学習推進事業」

（札幌らしい交通環境学習検討委員会、札幌市市民まちづくり局総合交通計画部都市
　交通課、一般社団法人北海道開発技術センター、株式会社アドバコム、公益財団法人
　交通エコロジー・モビリティ財団）

■

マネジメント賞AWARD

■ 「大学生による交通まち育ての挑戦」

（H・O・T Managers）
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(写真①)

(写真②)(写真③)

 

　

二
〇
一
四
年
五
月
七
日
－
九
日
、
第
十

八
回
欧
州
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
議
が
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
約

二
七
〇
人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
前
、
初

日
の
午
前
中
は
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
が
催

さ
れ
、
ト
ラ
ム
・
歩
行
者
自
転
車
道
・
ジ

ョ
ギ
ン
グ
・
歴
史
的
地
区
・
中
央
交
通
管

制
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
巡
る
五
コ
ー
ス
か
ら

一
つ
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
筆
者
が
参
加
し
た
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
ト
ラ
ム
シ
ス
テ
ム
探
索
コ
ー
ス
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
で
は
、
イ
タ
リ
ア
国

鉄
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
中
央
駅
か
ら
放
射
状
に

三
つ
の
ト
ラ
ム
路
線
を
、
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
チ
地
区
に

向
か
う
ラ
イ
ン
１
の
み
二
〇
一
〇
年
か
ら

供
用
さ
れ
て
お
り(

写
真
①)

、
利
用
者
は

順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ム
利
用
者
の
七
割
は
、
路
線
バ

ス
か
ら
の
転
換
で
す
が
、
自
家
用
車
か

ら
の
転
換
も
、
約
十
五
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
実
は
こ
の
路
線
の
計
画
・
建
設

時
、
供
用
予
定
の
沿
線
地
域
で
は
自
動

車
用
の
車
線
が
減
る
こ
と
か
ら
、
ト
ラ

ム
に
反
対
す
る
意
見
が
根
強
く
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
供
用
後
は
、
ト
ラ

ム
の
利
便
性
や
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
可
能
性
を
知
り
、
多
く
の
人
が
ト

ラ
ム
に
満
足
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

こ
の
ト
ラ
ム
車
両
に
は
、
オ
フ
・
ピ

ー
ク
時
に
前
方
に
自
転
車
を
置
け
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す(

写
真
②)

。
前
方

の
壁
に
固
定
す
る
た
め
の
ベ
ル
ト
も
つ

い
て
い
ま
し
た
。 

テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
の
よ
さ
は
、
開
催

地
の
様
々
な
事
情
の
知
識
を
得
る
こ
と

だ
け
で
無
く
、
開
会
前
に
ツ
ア
ー
に
参

加
す
る
こ
と
で
他
の
参
加
者
と
仲
良
く

な
れ
る
こ
と(

写
真
③)

だ
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

さ
て
、
口
頭
発
表
で
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
「
行
動
意
図
と
行
動
の
乖
離
」

に
関
す
る
発
表
で
「
行
動
意
図
を
聞
く

こ
と
に
意
味
は
無
い
」
と
の
プ
レ
ゼ
ン

に
驚
愕
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
持
続
可
能
な
交
通
手
段
に
興
味
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
ク
ル
マ
を
使
う
人
が
多
い

の
は
良
質
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
足
し
て

い
る
か
ら
。
ま
ず
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
重

要
だ
」
と
の
結
論
だ
っ
た
の
で
す
。

　

我
が
国
の
Ｍ
Ｍ
は
、
心
理
学
的
知
見
を

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
た
た

め
、
Ｍ
Ｍ
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
料
金
施
策

等
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
常
識
と
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｍ
Ｍ
だ
け
で
な
く
様
々
な
交
通
施

策
の
発
展
の
歴
史
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、
前
提
も
異
な
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
情(

エ
モ
ー
シ
ョ
ン)

の
重

要
性
を
訴
え
る
発
表
も
い
く
つ
か
あ
り

ま
し
た
。

　

心
に
響
く
動
機
付
け
と
し
て
、
Ｍ
Ｍ

キ
ッ
ト
の
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
や
、
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
重
要

で
す
が
、
日
本
で
は
な
か
な
か
コ
ス
ト

を
割
き
に
く
い
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

良
質
な
事
例
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
そ
の
効
果
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

第
十
九
回
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
は
、
二
〇
一
五

年
五
月
二
十
日
－
二
十
二
日
、
オ
ラ
ン

ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
す
。


